
今はこんな様子だよ。

３月２週目

　檜皮葺・杮葺屋根の葺き替え作業の皮切りとして、古い屋根を解体撤去する作業が行われました。

劣化でボロボロになり、長年の汚れもたまっていたため、解体作業の現場はホコリまみれ。屋根を

止めていた釘は残っているためそれに気を付けながらあっという間に解体作業を終えました。

　　  ひわだ ぶき　 こけらぶきや　ね　　　ふ　　　か　　 さぎょう　　かわ き　　　　　　　　 　　ふる　　 や　ね　　 かいたいてっきょ　　　　さぎょう   おこな

　れっか　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ながねん　　よご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいたいさぎょう　　 げんば　　　　　　　　　　　　　　　　　や　ね

　と　　　　　　　　 くぎ　　のこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　 かいたいさぎょう　　 お

上層が檜皮葺、

下層が杮葺屋根。

表面の屋根材を

剥がして、下地

だけになりまし

た。

じょうそう　　ひわだぶき

　かそう　　こけらぶきや　ね

ひょうめん　　や　ね ざい

　は　　　　　　　　　したじ

檜皮葺、杮葺屋根を丁寧に解体していきました。解体

によって現場内はホコリが舞い散り空気も霞みます。

 ひわだ ぶき　 こけらぶきや　ね　　 ていねい　　かいたい　　　　　　　　　　　　　　　　かいたい

　　　　　　　　 げんば ない　　　　　　　　　　 ま　　　ち　　　くうき　　 かす

屋根葺き職人さんによる解体の前に、消防署によ

る「破壊消防」の実地研修が行われました。「破壊

消防」とは、火災が発生した時に燃えるものを先

に取り去って延焼を防ぐ対応方法で、令和４年９

月に香川県の神谷神社で檜皮葺屋根の本殿が雷に

より発生した火災に見舞われた際に消防によって

実施されました。横浜では檜皮葺の屋根はほとん

どなく、いざ破壊消防を実施するとしても消防署

員も分からないことだらけ。工事に合わせた解体

作業時に実際に解体作業を実施していただき、有

事の際に備えていただきました。

  や　ね　ふ　　しょくにん　　　　　　　　 　かいたい　　まえ　　　 しょうぼうしょ

　 　　　 はかいしょうぼう　　　　じっちけんしゅう　おこな　　　　　　　　　　　　　はかい

しょうぼう　　　　　　　　かさい　　 はっせい　　　　とき　　 も　　　　　　　　　　 さき

　　　と　　　さ　　　　えんしょう　 ふせ　　たいおうほうほう　　　　 れいわ　　 ねん　　  

 がつ　　 かがわけん　　 かんだにじんじゃ　　 ひわだ ぶき や　ね　　 ほんでん　かみなり

         はっせい　　　　 かさい　　　ぬ　ま　　　　　　 さい　 しょうぼう　　　　　　　　

  じっし　　　　　　　　　　　　 よこはま　　　　 ひわだぶき　　　や　ね

　　　　        　　　　　はかいしょうぼう　　じっし　　　　　　　　　　　　しょうぼうしょ

 いん   　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうじ　　　あ　　　　　　 かいたい

 さぎょう じ　　 じっさい　　かいたいさぎょう　　 じっし　　　　　　　　　　　　　　 ゆう

  じ     さい　　そな

解体前
 かいたいまえ

解体後
 かいたい ご 

解体作業で消防実地研修を実施！
かいたいさぎょう　 しょうぼうじっちけんしゅう　　じっし

杮葺屋根
こけらぶきや　ね

檜皮葺屋根
ひわだぶき　や　ね


